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Town Topics まちの だいわ

　藤崎町に関する歴史・文化・まつり・景観・産業・食

などの知識を問う「ふじさき検定」が開催され、町内外

から46人の方が受検しました。受検者はみな真剣な表情

で検定試験に取り組んでいました。

場所：ふれあいずーむ館
「ふじさき検定」が初開催１

31

場所：ふれあいずーむ館

　有志による団体「津軽カタリスト」による朗読会が開催さ

れました。当日は太宰治の作品である「海」や「空」が朗読

され、会場を訪れた人は静かに耳を傾けて作品を楽しんで

いました。また、展示コーナーでは太宰治の他の作品や郷土

にまつわる資料も紹介されていました。

太宰治へ想いをはせて１
24

　常盤小学校スクールバンドが「第６回感謝演奏会」

を行いました。全国大会で金賞を獲得したマーチング

や明徳中学校吹奏楽部との合同演奏を披露し、会場か

ら大きな拍手が送られていました。

場所：スポーツプラザ藤崎
感謝の気持ちを演奏に込めて２

13

功
労
表
彰
　

◆
藤
林
　
公
正

平
成
15
年
か
ら
12
年
余
り
に
わ
た
り
町
議
会

議
員
を
務
め
ら
れ
、
町
政
の
振
興
発
展
に
寄

与
さ
れ
た
功
績

◆
小
野
　
稔

平
成
15
年
か
ら
12
年
余
り
に
わ
た
り
町
議
会

議
員
を
務
め
ら
れ
、
町
政
の
振
興
発
展
に
寄

与
さ
れ
た
功
績

◆
奈
良
岡
　
文
英

平
成
15
年
か
ら
12
年
余
り
に
わ
た
り
町
議
会

議
員
を
務
め
ら
れ
、
町
政
の
振
興
発
展
に
寄

与
さ
れ
た
功
績

◆
清
水
　
孝
夫

平
成
15
年
か
ら
12
年
余
り
に
わ
た
り
町
議
会

議
員
を
務
め
ら
れ
、
町
政
の
振
興
発
展
に
寄

与
さ
れ
た
功
績

◆
舘
山
　
昭
一

平
成
11
年
か
ら
16
年
余
り
に
わ
た
り
町
農
業

委
員
会
委
員
を
務
め
ら
れ
、
町
政
の
振
興
発

展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績

◆
小
杉
　
繁
一

平
成
２
年
か
ら
10
年
余
り
に
わ
た
り
町
農
業

委
員
会
委
員
、
ま
た
平
成
11
年
か
ら
４
年
間

町
議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
、
町
政
の
振
興
発

展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績

善
行
表
彰

◆
工
藤
　
勝

多
年
に
わ
た
り
学
校
教
育
の
要
職
に
あ
っ
て
、

精
進
努
力
し
た
功
績
に
よ
り
、
高
齢
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章(

教
育
功
労)

を
受
章
さ
れ
、
町

の
名
誉
を
高
め
た
功
績

◆
石
澤
　
　
德

　
多
年
に
わ
た
り
町
消
防
団
の
要
職
に
あ
っ
て
、

精
進
努
力
し
た
功
績
に
よ
り
、
平
成
27
年
春

の
叙
勲
瑞
宝
単
光
章(

消
防
功
労)

を
受
章
さ
れ
、

町
の
名
誉
を
高
め
た
功
績

◆
髙
木
　
清
美

多
年
に
わ
た
り
自
衛
官
の
要
職
に
あ
っ
て
、

精
進
努
力
し
た
功
績
に
よ
り
、
第
25
回
危
険

業
務
従
事
者
叙
勲
瑞
宝
単
光
章(

防
衛
功
労)

を
受
章
さ
れ
、
町
の
名
誉
を
高
め
た
功
績

◆
阿
部
　
廣
悦

多
年
に
わ
た
り
県
議
会
議
員
の
職
に
あ
っ
て
、

地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献
し
た
功
績
に
よ

り
、
平
成
27
年
度
青
森
県
褒
賞(

地
方
自
治
功

労)

を
受
賞
さ
れ
、
町
の
名
誉
を
高
め
た
功
績

◆
永
山
　
隆
造

　
常
盤
村
記
念
碑
の
建
立
に
あ
た
り
、
多
額
の

　
寄
附
を
さ
れ
た
功
績

◆
藤
崎
町
建
設
協
会

　
藤
崎
町
Ｐ
Ｒ
番
組
製
作
及
び
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
成
並

　
び
に
新
藤
崎
音
頭
の
浴
衣
作
成
等
の
た
め
、

　
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た
功
績

教
委
表
彰
規
則
　
第
２
条
第
１
項
第
１
号

児
童
及
び
生
徒
　
ス
ポ
ー
ツ
部
門

（
県
大
会
優
勝
・
東
北
大
会
３
位
以
内
・
全
国

　
大
会
８
位
以
内
の
入
賞)

◆
栩
内
　
陽
向

第
31
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
　

団
体
　
第
２
位

◆
石
動
　
李
衣

第
17
回
全
東
北
空
手
道
選
手
権
大
会
　
組
手

小
学
５
・
６
年
女
子
初
、
中
級
の
部 

第
１
位

◆
小
野
寺
　
龍
空

・
第
10
回
青
森
県
小
学
生
春
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
選
手
権
大
会
　

６
年
生
以
下
　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
第
１
位

・
第
21
回
東
北
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

６
年
生
以
下
　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
第
３
位

◆
古
川
　
拓
豊

第
21
回
青
森
県
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

５
年
生
以
下
　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
第
１
位

◆
角
田
　
洸
介

・
第
21
回
青
森
県
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

４
年
生
以
下
　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
第
１
位

・
第
21
回
東
北
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

４
年
生
以
下
　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
第
１
位

・
第
16
回
全
国
小
学
生
Ａ
Ｂ
Ｃ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
青
森
県
予
選
会

４
年
生
以
下
　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
第
１
位

藤
崎
町
表
彰
条
例
に
よ
る
表
彰

　
２
月
13
日
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
藤
崎

町
・
藤
崎
町
教
育
委
員
会
合
同
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
行
政
、
教
育
、
ス
ポ
ー

ツ
、
文
化
な
ど
の
分
野
で
多
大
な
功
績
が

認
め
ら
れ
た
77
個
人
・
７
団
体
に
表
彰
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(

順
不
同
・
敬
称
略)

藤
崎
町
教
育
委
員
会
表
彰
規
則
に
よ
る
表
彰

平
成
27
年
度藤

崎
町
・
藤
崎
町
教
育
委
員
会
合
同
表
彰

平成27年度藤崎町・藤崎町教育委員会合同表彰

場所：スポーツプラザ藤崎
熱戦！町民ユニカール大会１

24

　平成27年度藤崎町民ユニカール大会が開催され、全

13チームによる熱戦が繰り広げられました。

　結果は次のとおりです。

○優　勝　清野チーム(清野正廣・荒谷百合子・鈴木廣光)

○準優勝　加福(哲)チーム(加福哲三・成田健太郎・山川よつゑ)

○第３位　久保田チーム(久保田耿之助・佐藤昭夫・仲野浩身)

　『人・心・食・本をつなぐ あったか上映会と「けの汁」の催

し』が開催されました。会場では、「けの汁」のショートムー

ビーが上映されたほか、若手農業者の会「ワゲモンド」によりけ

の汁が振舞われ、会場を訪れた人の心も体も温めていました。

郷土料理で心も体もぽっかぽか１
23 場所：ふれあいずーむ館

　満100歳のお誕生日を迎えた高木さんに、２月12日、

町から長寿顕彰状と長寿祝金が贈られました。

　これからもお元気でお過ごしください。

祝長寿 100歳おめでとうございます

藤本　キエ さん(西豊田一丁目)

大正５年２月12日生まれ

中
太
丸
13
級
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◆
小
野
寺
　
獅
羽

・
第
10
回
青
森
県
小
学
生
春
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
選
手
権
大
会
　

２
年
生
以
下
　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
第
１
位

・
第
16
回
全
国
小
学
生
Ａ
Ｂ
Ｃ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
大
会
青
森
県
予
選
会

２
年
生
以
下
　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
第
１
位

◆
石
澤
　
琉
門
・
中
山
　
歩
夢

・
第
21
回
青
森
県
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

６
年
生
以
下
　
男
子
ダ
ブ
ル
ス
　
第
１
位

・
第
21
回
東
北
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

６
年
生
以
下
　
男
子
ダ
ブ
ル
ス
　
第
３
位

◆
藤
林
　
黎
也
・
村
元
　
政
胤

・
第
21
回
青
森
県
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

５
年
生
以
下
　
男
子
ダ
ブ
ル
ス
　
第
１
位

・
第
21
回
東
北
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

５
年
生
以
下
　
男
子
ダ
ブ
ル
ス
　
第
２
位

◆
三
上
　
詩
桜
里
・
白
取
　
桜
妃

第
21
回
東
北
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

４
年
生
以
下
　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
第
３
位

◆
髙
谷
　
駿

第
39
回
青
森
県
少
年
柔
道
大
会

男
子
３
年
生
　
35
㎏
級
　
第
１
位

◆
中
村
　
巴
海
・
福
田
　
優
菜

・
東
北
女
子
フ
ッ
ト
サ
ル
選
手
権
青
森
県
大
会

第
１
位

・
全
日
本
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
青
森
県
大
会

第
１
位

・
東
北
女
子
フ
ッ
ト
サ
ル
選
手
権
大
会

兼
全
日
本
女
子
フ
ッ
ト
サ
ル
選
手
権
東
北
大
会

第
１
位

・
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

全
日
本
女
子
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

東
北
地
域
大
会
　
第
１
位

◆
村
上
　
玖
怜
愛

第
46
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技

県
予
選
会
　
１
年
女
子
走
幅
跳
　
第
１
位

◆
保
利
　
雅

第
61
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
大
会

青
森
大
会
　

共
通 

女
子
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー 

第
１
位

◆
横
山
　
琳
咲

・
平
成
27
年
度
青
森
県
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手

　
権
大
会 

14
歳
以
下
女
子
シ
ン
グ
ル
ス 

第
１
位

・
第
17
回
サ
マ
ー
カ
ッ
プ
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
大
会

13
歳
以
下
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
第
１
位

15
歳
以
下
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
第
１
位

◆
藤
崎
レ
ッ
ド
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

村
上
　
　
誼
・
髙
木
　
優
斗
・
工
藤
　
成
瑠

成
田
　
一
翠
・
工
藤
　
天
晴
・
福
士
　
向
恒

清
水
　
颯
人
・
葛
　 

修
太
朗
・
佐
々
木 

来
流

成
田
　
玲
央
・
川
井
　
悠
吾
・
清
水
　
唯
人

葛
　
　
成
陽
・
泉
谷
　
日
向
・
葛
西
　
慶
史

中
田
　
裕
敢

・
第
13
回
東
北
学
童
軟
式
野
球
新
人
大
会

　
青
森
県
予
選
　
第
１
位

・
第
13
回
東
北
学
童
軟
式
野
球
新
人
大
会

　
第
３
位

◆
藤
崎
中
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

木
村
　
拓
郎
・
神
　
　
魁
杜
・
福
井
　
太
一

角
田
　
　
翔
・
阿
部
　
浩
志
・
山
岡 

慎
乃
亮

前
田 

翔
志
希
・
三
上
　
　
凜
・
古
　
　
美
輝

櫻
田
　
龍
空
・
成
田
　
陸
翔
・
葛
西
　
孝
哉

　
青
森
県
中
学
校
秋
季
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
第
１
位

◆
明
徳
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

阿
部 

亜
矢
乃
・
三
上
　
美
咲
・
白
取
　
彩
実

中
山
　
桃
香
・
奈
良
岡 

愛
純
・
角
田
　
七
海

古
川
　
梨
湖

　
第
８
回
東
北
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権

大
会
　
女
子
団
体
　
第
３
位

教
委
表
彰
規
則
　
第
２
条
第
１
項
第
２
号

児
童
及
び
生
徒
　
芸
術
文
化
部
門

（
県
ま
た
は
東
北
地
区
及
び
全
国
的
な
大
会
に

　
お
い
て
、
特
に
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
方
及

　
び
団
体)

◆
工
藤
　
未
来

第
59
回
Ｊ
Ａ
共
済
主
催
　
青
森
県
小
・
中
学
生

書
道
コ
ン
ク
ー
ル
　
半
紙
の
部
　
最
優
秀
賞

◆
山
田
　
小
雪

　
第
10
回
青
森
県
管
楽
器
ソ
ロ
コ
ン
テ
ス
ト

　
中
学
校
の
部
　
部
門
賞

◆
對
馬
　
華
恋

　
曹
洞
宗
主
催
　
第
49
回
曹
洞
宗
青
少
年
書
道
展

　
大
本
山
永
平
寺
貫
首
賞

◆
工
藤
　
菜
々
子

　
第
28
回
青
森
県
中
学
校
選
抜
美
術
展

　
デ
ザ
イ
ン
の
部
　
青
森
県
教
育
長
賞

◆
横
山
　
琳
咲

　
産
経
新
聞
社
・
産
経
国
際
書
会
主
催

　
２
０
１
５
産
経
ジ
ュ
ニ
ア
書
道
コ
ン
ク
ー
ル

　
中
学
生
以
下
Ａ
部
門
　
ジ
ュ
ニ
ア
大
賞

◆
藤
林
　
咲

　
諏
訪
大
社
書
道
協
会
主
催
　

　
第
21
回
諏
訪
大
社
全
国
競
書
大
会
　
教
育
部

諏
訪
大
社
賞

◆
横
山
　
龍
桜

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
健
康
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
会
主
催 

第
５
回
全
国
学
生
防
災
書
道
展

　
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

◆
常
盤
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
部

齋
藤
　
光
瑛
・
吉
田
　
夏
梨
・
成
田
　
彩
香

畠
山
　
寧
々
・
舘
田
　
星
那
・
三
浦 

い
ぶ
き

米
村
　
　
萌
・
葛
西
　
亮
汰
・
山
内
　
　
晴

三
上
　
果
萌
・
三
和
　
佳
鈴
・
木
村
　
彩
乃

小
野
　
春
樹
・
鎌
田
　
　
愛
・
大
瀬
　
陽
花

横
山
　
美
由
・
森
田 

優
羽
奈
・
阿
蘇 

恵
里
佳

山
内
　
鈴
楓
・
佐
々
木 

優
花
・
成
田
　
未
優

成
田 

萌
乃
佳
・
伊
藤
　
舞
佳
・
森
田 

和
佳
奈

藤
林
　
実
佳
・
米
村
　
優
杏
・
伊
藤
　
希
優

佐
藤 

望
愛
留
・
藤
原
　
怜
亜
・
相
馬
　
伽
音

大
崎
　
美
優
・
平
井
　
優
安
・
太
田
　
澪
奈

三
上
　
真
彩
・
工
藤
　
璃
音
・
浅
利
　
京
花

舘
田
　
月
愛
・
横
山 

な
な
子
・
牧
野
　
龍
駕

横
山
　
栞
菜
・
平
井
　
ま
み
・
横
山 

陽
向
美

米
村 

沙
奈
絵
・
三
和
　
来
瞳
・
木
村
　
美
里

村
上
　
瑠
空

・
第
44
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ
ト
ン

　
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
東
北
大
会
　
優
秀
賞

・
第
43
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
全
国
大
会
　
金
賞

◆
藤
崎
中
学
校
吹
奏
楽
部

木
村 

有
実
子
・
工
藤 

さ
く
ら
・
木
村
　
　
楓

柴
田
　
真
彩
・
長
内
　
将
稀
・
三
上 

夢
憂
叶

小
笠
原 

光
希
・
鈴
木
　
美
琴
・
葛
西
　
厚
志

成
田
　
汐
花
・
田
中
　
彩
名
・
野
呂
　
彩
名

相
馬
　
　
詩
・
中
田
　
真
鈴
・
木
村
　
加
容

久
保
田 

萌
楓
・
山
本
　
真
子
・
平
田
　
美
咲

館
山
　
友
乙

・
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
第
57
回
青
森
県

大
会
　
金
賞

・
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
第
58
回
東
北
大
会

金
賞

教
委
表
彰
規
則
　
第
３
条
第
１
項
第
１
号

個
人
及
び
団
体
　
ス
ポ
ー
ツ
部
門

（
県
大
会
優
勝
・
東
北
大
会
３
位
以
内
・
全
国

　
大
会
８
位
以
内
の
入
賞)

◆
笹
谷
　
建
公

第
26
回
全
国
高
等
学
校
ボ
ク
シ
ン
グ
選
抜
大
会

　
兼
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
フ
ラ
イ
級
　
第
３
位

◆
三
上
　
友
和

平
成
27
年
度
秋
季
青
森
県
高
等
学
校

軟
式
野
球
選
手
権
大
会
　
第
１
位
　

◆
福
井
　
朱
音

・
青
森
県
高
等
学
校
春
季
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
　
女
子
の
部
　
　
第
１
位

・
青
森
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
競
技
　
女
子
の
部
　
第
１
位

・
第
70
回
東
北
高
等
学
校
男
女
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
兼
第
51
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
大
会

女
子
の
部
　
第
３
位

◆
板
垣
　
卯
海

　
青
森
県
高
等
学
校
新
人
柔
道
大
会
　

　
団
体
戦
　
第
１
位

　
個
人
戦
　
81
㎏
級
　
第
１
位

◆
青
山
　
宮
子

第
68
回
青
森
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

な
ぎ
な
た
競
技
　
団
体
　
第
１
位

◆
野
呂
　
慧

　
第
14
回
青
森
県
高
等
学
校
新
人
ボ
ウ
リ
ン
グ

選
手
権
大
会
　
個
人
戦
女
子
の
部
　
第
１
位

◆
工
藤
　
舞
・
中
山
　
知
美

　
第
68
回
青
森
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
　
第
１
位

◆
五
十
嵐
　
安
弘

　
第
70
回
市
町
村
対
抗
青
森
県
民
体
育
大
会

　
町
村
の
部
　
男
子
50
ｍ
　
平
泳
ぎ

　
50
歳
以
上
　
個
人
　
第
１
位

◆
葛
西
　
新
一

第
70
回
市
町
村
対
抗
青
森
県
民
体
育
大
会

町
村
の
部
　
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技

85
㎏
級
　
第
１
位

◆
三
戸
　
カ
ズ
・
成
田
　
健
太
郎

第
８
回
青
森
県
民
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
祭
　
ユ
ニ
カ
ー
ル
　
第
１
位

◆
佐
々
木
　
孝
尚

・
第
29
回
青
森
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　
Ｍ
50
　
棒
高
跳   

第
１
位(

大
会
新)

　
Ｍ
50
　
60
Ｍ   

第
１
位

・
第
32
回
東
北
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　
Ｍ
50
　
棒
高
跳   

第
１
位

　
Ｍ
50
　
60
Ｍ   

第
３
位

・
第
70
回
北
日
本
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　
一
般
高
校
男
子
　
棒
高
跳
　
第
１
位

◆
下
山
　
等

・
第
29
回
青
森
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　
Ｍ
45
　
２
０
０
ｍ   

第
１
位(

大
会
新)

◆
三
浦
　
勇
悦

・
第
16
回
東
北
シ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
大
会

　
70
歳
以
上
　
男
子
ダ
ブ
ル
ス
　
第
３
位

・
第
16
回
東
日
本
オ
ー
プ
ン
シ
ニ
ア

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　
70
歳
以
上  

男
子
ダ
ブ
ル
ス
　
第
１
位

・
第
７
回
東
北
シ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
大
会

　
ゴ
ー
ル
ド
シ
ニ
ア
の
部
　
団
体
　
第
３
位

◆
三
浦
　
隆
史

・
第
15
回
青
森
県
シ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

　
50
歳
以
上
　
男
子
ダ
ブ
ル
ス
　
第
１
位

・
第
16
回
東
北
シ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
大
会

　
50
歳
以
上
　
男
子
ダ
ブ
ル
ス
　
第
１
位

◆
工
藤
　
朋
幸
・
佐
々
木
　
徳
也

第
15
回
青
森
県
シ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会 

40
歳
以
上 

男
子
ダ
ブ
ル
ス 

第
１
位

◆
佐
藤
　
伴
哉

・
第
54
回
全
日
本
教
職
員
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

30
歳
の
部
　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
第
１
位

◆
佐
藤
　
純
子
・
菅
原
　
恵

第
22
回
東
北
地
区
レ
デ
ィ
ー
ス
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

女
子
団
体
　
第
１
位

◆
藤
崎
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

清
水
　
孝
夫
・
加
福
　
孝
二
・
三
浦
　
勇
悦

工
藤
　
峰
靖
・
三
浦
　
隆
史
・
成
田
　
純
志

佐
々
木 

徳
也
・
松
山
　
加
代
・
三
浦
　
穂
岳

葛
西
　
貴
仁
・
工
藤
　
敏
裕
・
工
藤
　
晃
路

笹
原
　
友
子
・
小
田
桐 

未
来
・
中
山
　
　
悠

第
70
回
市
町
村
対
抗
青
森
県
民
体
育
大
会

町
村
の
部
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
　
第
１
位

教
委
表
彰
規
則
　
第
３
条
第
１
項
第
２
号

個
人
及
び
団
体
　
芸
術
文
化
部
門

　(

県
ま
た
は
東
北
地
区
及
び
全
国
的
な
大
会

　
に
お
い
て
、
特
に
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
方

　
及
び
団
体)

◆
木
村
　
凪
沙

　
産
経
新
聞
社
・
産
経
国
際
書
会
主
催

　
２
０
１
５
産
経
ジ
ュ
ニ
ア
書
道
コ
ン
ク
ー
ル

　
高
校
生
Ａ
部
門
　
産
経
新
聞
社
賞

◆
石
井
　
こ
と
み

第
15
回
全
国
高
等
学
校
版
画
選
手
権
大
会

(

は
ん
が
甲
子
園)

　
中
小
企
業
庁
長
官
賞

◆
成
田
　
晴
香

第
１
回
た
ま
ご
ニ
コ
ニ
コ
料
理
甲
子
園

最
優
秀
賞

◆
新
谷
　
奈
々
・
藤
本 

雄
太
郎
・
平
田
　
綾
香

　
髙
谷
　
康
平
・
工
藤 

未
来
理
・
成
田 

未
穂
乃

　
赤
平
　
百
合
・
村
上
　
晴
菜
・
長
内
　
邑
祐

　
櫻
庭
　
鈴
華
・
佐
藤
　
美
歩
・
鈴
木
　
莉
南

　
間
山
　
千
愛

　
第
28
回
全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

東
北
大
会
　
高
等
学
校
以
上
の
部
　
金
賞

平成27年度藤崎町・藤崎町教育委員会合同表彰

教
委
表
彰
規
則
　
第
３
条
第
１
項
第
３
号

　(

学
校
教
育
及
び
生
涯
学
習
の
振
興
に
貢
献

　
し
、
特
に
功
績
が
あ
っ
た
も
の)

◆
淺
利
　
清
英

町
文
化
協
会
役
員
と
し
て

平
成
17
年
12
月
～
現
在(

10
年
１
月)

◆
佐
藤
　
一
義

常
盤
ふ
る
さ
と
資
料
館
あ
す
か
管
理
運
営
委

員
会
委
員
と
し
て

平
成
17
年
４
月
～
現
在(

10
年
８
月)

◆
山
本
　
裕
香
子

常
盤
ふ
る
さ
と
資
料
館
あ
す
か
管
理
運
営
委

員
会
委
員
と
し
て

平
成
17
年
４
月
～
現
在(

10
年
８
月)

◆
成
田
　
全
弘

　
町
文
化
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
委
員
と
し
て

　
平
成
17
年
４
月
～
現
在(

10
年
８
月)

太
丸

中
太
丸

細
丸

Ｇ
５

Ｍ
５

Ｍ
３

す
べ
て
１
３
Ｑ

太
丸

中
太
丸

細
丸

Ｇ
５

Ｍ
５

Ｍ
３

す
べ
て
１
３
Ｑ

細
丸
13
Ｑ

中
丸
13
Ｑ

中
大
丸
13
Ｑ

　２月２日(火)、ふじ保育園で行われた

「幼児の交通安全教室」でのひとこま。

　子どもたちはふじ丸くんやジャ

ン坊くんと横断歩道を渡る練習を

したり、交通ルールのDVDを鑑賞し

て、交通安全を学びました。

　交通安全教室は町内すべての

保育所・幼稚園で行いました。

～表紙の説明～～表紙の説明～
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｢ちゃんと眠れてる？｣ ～悩み、ひとりで抱え込まないで～

２週間以上続く不眠は

｢うつ 」のサイン

専門医、かかりつけ医に
相談しましょう

かけがえのない命を守るために、私たちができること３月は自殺対策強化月間です

　町では毎年どのくらいの方が自殺で亡くなられているのでしょうか。

　平成17年の町村合併後から平成27年までの11年間の自殺者年次推移をグラフにしてみました。近年緩やかに減

少していましたが、平成27年は前年より倍増しました。

　女性に比べ男性の自殺者が多く、また、20代～50代の方が6割以上を占めています。

藤崎町の自殺の状況

　昨年12月16日、町文化センターでこころの健康に関

する講演会が開催されました。青森県立保健大学健康

科学部教授の大山 博史 氏を招き、「あなたと私の命を

大切に　～うつと自殺の関連～」をテーマに講演して

いただきました。

　講演をとおして、うつ病や自殺との関連について、

病気や自殺予防のために自分ができること、支援方法

など理解・考えを深める機会となりました。参加され

た方のご感想･ご意見等について紹介します。

・うつ病のタイプを知ることができた。薬で治すことができることを理解できた。

・身近にうつ病の方がいて接してきた分、内容は理解できました。私も最初は治らないものと

思っていましたが、今はしっかり治って生活できています。

・うつの３つの症状(気分の落ち込み、食欲低下、不眠)と尋ね方を再確認することができました。

自殺を予防できるように、ゲートキーパーの存在が大事であることも確認できました。

ご　感　想　・　ご　意　見　等

こころの健康に関する講演会を実施

○自殺は、追い込まれた末の行為

　悩みや問題を一人で抱えているうちに心理的に追いつめられ、うつ状態におちいり、行為におよぶ時は正常な

　判断ができにくい場合が多いといわれています。自殺に傾いている人は何らかのサインを発しています。何か

　いつもと違う、悩みがありそうと気づいたときは声をかけましょう。

○私たちにできる、自殺予防のための行動。それは、「ゲートキーパー」の役割でもあります。

　「ゲートキーパー」の役割は次のとおりです。

気づき

家 族 や 仲 間 の 変 化 に

気づいて、声をかける

見守り

温かく寄り添いながら、

じっくりと見守る

つなぎ

早 め に 専 門 家 に 相 談

するように促す

傾聴

本人の気持ちを尊重し、

耳を傾ける

悩みごと 電話相談窓口 電話受付時間等 備　考

眠れない
ひどく落ち込む
うつ(の可能性)

◆弘前保健所　健康増進課
　☎33－8521

午前８時30分～午後５時15分
(土日、祝日、年末年始を除く)

☆精神保健福祉相談
　(予約制)
　第２木曜日
　第４木曜日(偶数月)
　午後１時～午後２時

死にたいくらい
つらい

◆NPO法人　あおもりいのちの電話相談電話
　☎33－7830

毎日
正午～午後９時

◆県民のための自殺予防　いのちの電話
　☎0120－063－556(フリーダイヤル)

毎月1日(1月のみ15日)
正午～午後９時

通話無料

◆「自殺予防いのちの電話」
　一般社団法人　日本いのちの電話連盟
　☎0120－738－556(フリーダイヤル)

毎月10日
午前８時～翌日午前８時

通話無料

◆青森県立精神保健福祉センター「こころの電話」
　☎017－787－3957、☎017－787－3958

午前９時～午後４時
(土日、祝日、年末年始を除く)

◆こころの健康相談統一ダイヤル
　☎0570－064－556

午前９時～午後４時
(土日、祝日、年末年始を除く)

どんな人の、
どんな悩みでも

◆よりそいホットライン
　☎0120－279－338（フリーダイヤル）

24時間 通話無料

借金(多重債務)
などの経済問題、
法律問題など

◆青森県弁護士会「相談案内窓口」弘前市
　☎33－7834

毎日
午前９時～午後５時

◆法テラス青森
　(日本司法支援センター　青森地方事務所)
　☎050－3383－5552

午前９時～午後５時
(土日、祝日、年末年始を除く)

◆青森県司法書士会総合相談センター
　(あなたの相談に対応する最寄りの司法書士を紹介)
　☎0120－940－230（フリーダイヤル）

午前10時～午後４時
(土日、祝日、年末年始を除く)

通話無料

◆生活と健康をつなぐ法律相談
　(青森県障害福祉課申込専用電話)　☎017－734－9310

午前９時～午後４時
(土日、祝日、年末年始を除く)

３　町事業を利用する

事　業 日　程

こころの悩みや経済問題など
◆こころの健康相談
　司法書士、保健師が相談に応じます

第1水曜日  午前９時～正午  常盤老人福祉センター
第3水曜日  午前９時～正午  藤崎老人福祉センター

誰かとゆっくり話がしたい､
悩みを聴いてほしいなど

◆傾聴サロン
　傾聴ボランティアが聴き手となります

第２金曜日 午後１時～午後３時  藤崎町文化センター
※平成28年４月～　藤崎老人福祉センター
第３金曜日 午後１時～午後３時  常盤老人福祉センター

２　関係機関に電話相談する

◆精神科　(うつ病、統合失調症など、こころの病気を扱う)
　不安、やる気がおこらない、イライラする場合

◆心療内科　(心身症など、こころの問題がからだに現れる）
　頭痛が続いているのに検査では異常がみつからない場合

◆かかりつけ医に相談
　どこに受診してよいかわからない場合　※必要時、専門医を紹介してもらいましょう。

１　医療機関を受診する

　｢２週間以上眠れない」人がいたら、悩みを抱えているサインかもしれません。ひとりで問題を抱えこまないで、できる
だけ早く専門家に助けを求めることが、自殺を防ぎ命を守るカギとなります。本人がためらったり抵抗する場合は、家族な
どがまず受診・相談してアドバイスを求めることが大切です。次のような相談機関をおすすめします。

■お問合せ　福祉課健康係(内線2121、2122)

※人口動態調査より(平成27年は概数)

○お問合せ　福祉課健康係(内線2121、2122)

３月は自殺対策強化月間です

※青森県健康福祉部障害福祉課発行リーフレットより抜粋
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自殺者年次推移（平成１７年～平成２７年）
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　 　 　 　 防災行政無線の放送内容を電話で確認できます　　　　　575ー6371・75－6372　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※ 通 話 料 は 利 用 者 負 担 と な り ま す 。 　 お 問 合 せ 　 総 務 課 行 政 係 ( 内 線 2 2 0 6 ・ 2 2 0 7 )
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図
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。
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う
。

■
お
問
合
せ

　
東
消
防
署
北
分
署

　
5 

75
ー
３
３
３
３

　平成28年４月１日から、弘前地区環境整備センターおよび南部清掃工場に直接ごみを持ち込む際の「ごみ処分

手数料」が引上げられます。

　藤崎町が加入している弘前地区環境整備事務組合では、これまでも一般廃棄物の適正な処理に努めてきましたが、ごみ

の減量やリサイクル率の向上等を目的として、平成28年４月１日からごみ処分手数料を引上げることになりました。

　弘前地区環境整備センターにごみを直接持ち込みされる事業者や町民のみなさまには、引き続きごみの減量・

リサイクルに積極的に取り組んでくださいますようご理解・ご協力をお願いします。

種　　別 改定前の手数料 改定後の手数料

可燃ごみ
50㎏未満 無料

10㎏ごとに100円50㎏ 250円
50㎏超 250円＋50㎏を超える10㎏ごとに50円

不燃・粗大ごみ
100㎏未満 無料

10㎏ごとに125円100㎏ 1,250円
100㎏超 1,250円＋100㎏を超える10㎏ごとに125円

※手数料は、上記に消費税相当分を加算した後、10円未満の端数を切り捨てた額となります。

◆改定の内容

■お問合せ　住民課環境係(内線2137)、弘前地区環境整備事務組合　☎31-5600(直通)

藤崎地区のみなさまへ

弘前地区環境整備事務組合へごみを持ち込みする際
の手数料改定について

地元だから安心!!　塗り替えは第二のマイホームづくりです。

（有）木  村  塗  装
TOTO    光触媒塗装（光が洗う壁）

旭硝子  フッ素塗装（最高級塗料）登録施工店　認定番号　G0102015

その他にも各種仕上材　お気軽にご相談ください。

藤崎町大字西豊田三丁目２－４

TEL 75－5101  FAX 75－5102

１級技能士　　　　　４名

２級技能士　　　　　１名

２級建築施工技師　　４名

代表取締役　木村　悦穂

◎平成27年分の申告・納付の期限等をお忘れなく

　○申告および納付の期限　　　　　　　　　　　　　○振替納税による振替日

　　・申告所得税および復興特別所得税・贈与税　　　　・申告所得税および復興特別所得税

　　　３月15日(火)　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ４月20日(水)

　　・消費税および地方消費税　３月31日(木)　　　　　 ・消費税および地方消費税　４月25日(月)

　期限を過ぎて申告をすると振替納税や延納制度が利用できなくなるほか、加算税がかかる場合があります。

　また、期限を過ぎて納付をしたり振替日に振替口座の残高不足等で振替できなかった場合には、延納制度が利

用できなくなるほか、延納税がかかる場合があります。

◎申告内容の自己点検を

　税務署では、適正かつ公正な課税を実現するため、不動産使用料の支払調書をはじめとする各種情報を収集・分析す

るとともに、納税者の方に自発的な適正申告を行っていただくための取組を充実させていくこととしています。

　昨年、仙台国税局管内の税務署において、書面でのお尋ねなどにより申告内容の自主的な見直しを呼びかける

取組を行った結果、不動産所得の申告漏れや計算誤りのあった方から修正申告書等が提出されています。

　納税者の皆さまにおかれましては、適正申告を行っていただくため、申告内容の自己点検(見直し)を実施してい

ただき、誤りがあった場合には自主的な修正申告書等の提出をお願いします。

※調査によらない自主的な修正申告書の提出については、過少申告加算税は課されません。

　(無申告または当初申告が期限後申告の場合は、無申告加算税が課される場合があります)

税務署からのお知らせ

■お問合せ　黒石税務署　☎52ー4111(代表)

藤崎町文化協会パート職員を募集します

◆募集要件　・藤崎町に住所を有し、健康で通勤可能な方　・年齢は18歳以上、概ね45歳未満の方

◆勤務内容　藤崎町文化センター、藤崎町図書館、常盤ふるさと資料館あすかで、施設の管理運営、

　　　　　　社会教育・芸術文化の企画運営、図書業務、その他一般事務等の一部従事

◆採用予定　１名

◆勤務時間等　・午前８時～午後７時(１日６～８時間以内)　・土日を含む　・月80時間程度のシフト勤務

◆賃 金 等　時給700円、労災保険のみあり、その他パート就業規則等による

◆採用予定日　４月１日(金)

◆申込方法　履歴書(写真貼付)を３月15日(火)必着で申込先にお送りください。

◆選考方法　面接

◆面接予定日　３月22日(火)　午前10時(詳細は後日連絡します)

■申込・お問合せ　特定非営利活動法人藤崎町文化協会事務局(町文化センター内)

　　　　　　　　　〒038－3803　藤崎町大字西豊田一丁目１番地　☎75ー3311

■お問合せ　自衛隊青森地方協力本部弘前地域事務所　☎27－3871

自衛官募集のお知らせ

募集種目 資格 受付期間 試験日

幹部候補生(一般)
大卒程度試験

・22歳以上26歳未満
・20歳以上22歳未満の大卒(見込含)
・修士課程修了者(見込含)は28歳未満

３月１日～５月６日

５月14日
飛行要員は
５月14、15日

幹部候補生(一般)
院卒者試験

・修士課程修了者等(見込含)
・20歳以上28歳未満

５月16日
幹部候補生

歯科・薬剤科
・専門の大卒(見込含)
・20歳以上30歳未満の者(薬剤は20歳以上28歳未満)

※受験資格等詳細につきましては、自衛隊弘前地域事務所へお問合せください。

広
報
ふ
じ
さ
き
有
料
広
告

町役場３階中会議室にて申告を受け付けています
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試験の種類
学 科 試 験 日 程 試験

開始
時刻

試験
終了
時刻

平成２８年 平成２９年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

　特級ボイラー技士 ３日 10：00 16：10
　一級ボイラー技士 25日 ５日 21日 １日 16日 16日 10：00 15：30
　二級ボイラー技士 18日 16日 15日 25日 ４日 ８日 12日 ７日 14日 12日 21日 ８日 13：30 16：30
☆特別ボイラー溶接士

５日 ３日 13：30 16：00
☆普通ボイラー溶接士
　ボイラー整備士 14日 17日 15日 13：30 16：00
ク
レ
ー
ン
・

デ
リ
ッ
ク
運
転
士

☆限定なし
13日 22日 23日 14日 ８日 13日 22日 13：30 16：00

☆クレーン限定
☆床上運転式クレーン限定 13日 14日 13：30 16：00
　クレーン限定解除 14日 13：30 14：45
☆床上限定解除 14日 13：30 14：45
☆デリック限定解除 14日 13：30 15：30

☆移動式クレーン運転士 12日 14日 ７日 ４日 24日 ７日 13：30 16：00
☆揚貨装置運転士 ５日 ６日 13：30 16：00
　発破技士 ７日 ７日 13：30 15：30
　ガス溶接作業主任者 ７日 ７日 13：30 16：30
　林業架線作業主任者 ７日 13：30 16：30
　第一種衛生管理者 ７日

25日
11日
23日

(５日)
21日

７日 ５日
12日
28日

５日
２日
22日

１日
15日

25日
６日
20日

(11日)
16・21日

13：30 16：30
　第二種衛生管理者
　高圧室内作業主任者 16日 10：00 15：30
　エックス線作業主任者 12日 18日 ９日 10：00 15：30
　ガンマ線透過写真撮影作業主任者 16日 10：00 15：30
　潜水士 11日 21日 ７日 ２日 10：00 15：30

　
※試験前の説明がありますので、試験開始時刻の15分前までに入室してください。
※括弧書きになっている日付は土曜日あるいは日曜日の試験となります。この日は試験の実施のみで受験申請書
　などの受け付け業務は行いません。
※受験資格等についての詳細は、「免許試験受験申請書とその作り方」　をご覧ください。
　東北安全衛生技術センターあてに郵送請求することで入手することができます。
※☆印のあるものは、学科試験合格後に実技試験があります。※別途手数料が必要です。(揚貨装置運転士試験を除く。)
※障がいのある方で受験に際し特別な配慮を希望される方は、申請時に東北安全衛生技術センターに申し出てください。

◆試験場所　東北安全衛生技術センター

◆試験手数料　各試験とも6,800円(非課税)

◆試験手数料の払込方法
　○郵便局・銀行　「免許試験受験申請書とその作り方」に綴込みの「試験手数料払込用紙」(５連式)で払い込み、
　　　　　　　　　「振替払込受付証明書」(５連式の右端のもの)を申請書に貼付してください。
　○現金支払　　　　東北安全衛生技術センター窓口で受験申請する際は、現金で支払うことができます。
◆センターの受付時間
　午前９時～午後４時　※土・日・祝日・年末年始(12月29日～１月３日)・設立記念日(５月１日)は休日となっています。

◆受験申請書提出先
　東北安全衛生技術センターへ、角型２号(縦33cm×横24cm)の封筒により簡易書留で郵送するか、直接持参してください。

◆受験申請書の受付　◎受付開始　希望する試験日の２か月前から　※２か月以上前に提出しても受付できません。
　　　　　　　　　　◎受付締切　○郵送提出　希望する受験日の14日前の消印のあるものまで
　　　　　　　　　　　　　　　　○窓口受付　希望する受験日の２日前(センターの休日を除く)まで
　※試験定員に達したときは受付期間内であっても受け付けを締切ります。(定員200名)
　※申請書類に不備があった場合は受け付けませんので、締切間際に提出すると希望日に受験できないことがあります。

■お問合せ　　公益財団法人安全衛生技術試験協会　東北安全衛生技術センター　50223－23－3181

　　　　　　　〒989－2427　宮城県岩沼市里の杜１－１－15　

平成２８年度　各種免許試験案内

平成28年４月から平成29年３月に実施する学科試験の日程は表のとおりです。なお、詳細についてはお問い合わせください。

　 　 平成２７年度　下水道推進標語「忘れない　暮らしの下に　下水道」　下水道に関する 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ご 相 談 ・ お 問 合 せ は 、 役 場 上 下 水 道 課 ま で ご 連 絡 く だ さ い 。 　5 7 5 － 6 0 2 5

■提出・お問合せ　

　〒100－8111　宮内庁

　※疑問等がある場合には、宮内庁式部職あてに、郵便番号、住所、氏名を書き、返信用

　　切手を貼った封筒を添えて、９月20日(火)までにお問合せください。

　　また宮内庁ホームページ(http://www.kunaicho.go.jp/) をご参照ください。

　※お題は「野」ですが、歌に詠む場合は「野」の字が詠み込まれていればよく、「野火」「視野」のような熟語

　　にしても差し支えありません。

◆詠進歌について

平成２９年歌会始のお題および詠進歌について

◆平成29年歌会始のお題…「野」

　①詠進歌は、お題を詠み込んだ自作の短歌で一人一首とし、未発表のものに限ります。

　②書式は、半紙(習字用の半紙)を横長に用い、右半分にお題と短歌、左半分に郵便番号、住所、電話番号、氏名

　　(本名、ふりがなつき)、生年月日、性別および職業(なるべく具体的に)を縦書きで書いてください。

　　無職の場合は、「無職」と書いてください。(以前に職業に就いたことがある場合には、なるべく元の職業を書

　　いてください。)

　　なお、主婦の場合は、単に「主婦」と書いても差し支えありません。

　③用紙は半紙とし、記載事項は全て毛筆で自書してください。ただし、海外から詠進する場合は、用紙は随意

　　(ただし、半紙サイズ24cm×33cmの横長)とし、毛筆でなくても差し支えありません。

　④病気または身体障害のため毛筆にて自書することができない場合は次の手段によることができます。

　　○代筆(墨書)　代筆の理由、代筆者の住所および氏名を別紙に書いて詠進歌に添えてください。

　　○ワープロやパソコンによる印字　印字した機器を使用した理由を別紙に書いて詠進歌に添えてください。

　　　また、視覚障害の方は点字で詠進しても差し支えありません。

◆注意事項

　次の場合、詠進歌は失格となります。

　①お題を詠み込んでいない場合、短歌の定型でない場合または用紙が縦長の場合

　②一人で二首以上詠進した場合や毛筆でない場合

　③詠進歌がすでに発表された短歌と同一または著しく類似した短歌である場合

　④詠進歌を歌会始が行われる以前に、新聞、雑誌その他の出版物、年賀状等により発表した場合

　⑤代筆の理由を添えた場合を除き、同筆と認められるすべての詠進歌

　⑥住所、電話番号、氏名、生年月日、性別、職業を書いていないもの　など

◆詠進の期限

　９月30日(金)までとし、郵送の場合は、消印が９月30日までのものを有効とします。
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常盤診療所
診療時間 月 火 水 木 金 土

午前８時30分～正午 ○ ○ ○ ○ ○ ○

午後２時～午後６時 ○ ○ ○ ○

～禁煙外来・往診・まき爪の治療も行っています～

(日・祝日休診)

　健診でからだからのお便りをチェック！

　良い習慣の積み重ねで健康に。生活を見

直し、健やかな毎日を送りましょう。

　常勤の管理栄養士、健康運動指導士がお

手伝いいたします。どうぞご相談ください。

藤崎町常盤字富田21－６　50172ー65ー2210

て ん しょう ど う

てんちゃん

の
てんてんてん

時計・貴金属

弘前市代官町通り0172-33-5016

卒業式・入学式にパールが売れています！

新 4/
学期セール (日)迄

３

春の天賞堂は
時計が安い！

現金にてお買い取り！

ご不要になったリング・ネックレス等ご持参下さい

金・プラチナ・ダイヤモンド
20～オール 50％OFF
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国民年金の加入方法

　国民年金は誰もが加入する制度です。

　日本に住んでいる20歳以上60歳未満の全ての

方は国民年金に加入することになります。

　加入者は、職業などによって３つのグループに分

かれており、それぞれ加入手続が異なります。

・第１号被保険者

　自営業者、学生、フリーター、無職の方など

　で、加入手続はご自分で住所地の市区役所・

　町村役場の国民年金担当窓口で行います。

・第２号被保険者

　会社員や公務員など、厚生年金保険や共済組

　合に加入されている方で、加入手続は勤務先

　が行います。

・第３号被保険者

　第２号被保険者に扶養されている配偶者の方

　で、加入手続は第２号被保険者の勤務先を経

　由して行います。

年金だより

　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利

用になれます。

　口座振替をご利用いただくと、保険料が自動

的に引き落とされるので金融機関などに行く手

間が省けるうえ、納め忘れもなく、とても便利

です。

　また、口座振替には、当月分保険料を当月末

に振替給付することにより、月々５０円割引さ

れる早割制度や、現金給付よりも割引額が多い

６か月前納・１年度前納・２年度前納もあり、

大変お得です。

　口座振替をご希望の方は、納付書または年金

手帳、通帳、金融機関届出印を持参のうえ、ご

希望の金融機関または年金事務所へお申し出く

ださい。

■お問合せ　

　○弘前年金事務所国民年金課　527ー1339

　○住民課国保年金係(内線2134)

国民年金保険料は
口座振替がお得です

受　付

こんにちは 　　　 　です国保係

被保険者証の再発行について

◎申請に必要なもの
・印鑑
・世帯主および保険証を紛失・破損した方の個人番号(マイナンバー)が確認できるもの(個人番号カード、通知カード等)
・来庁される方の顔写真入りの身分証明書(運転免許・パスポート等)
・(破損の場合)破損した保険証

　ご本人または同一世帯のご家族に申請していただき、本人確認ができた場合は窓口で即日交付します。
　本人確認書類をお持ちでない場合や別世帯の方が申請する場合は、窓口交付ではなく、郵送で交付します。

■お問合せ　住民課国保年金係(内線2132～2134)

■お問合せ　住民課子育て支援係(内線2135、2136)

１　支給対象
　　中学校卒業まで(15歳の誕生日後の最初の３月31日まで)の児童を養育している方
　　※原則、申請した月の翌月分からの支給となります。

児童手当制度のご案内

３　支給時期
　　　原則として、毎年10月(６月から９月分)、２月(10月から１月分)、６月(２月から５月分)に手当を支給しま
　　　す。支給月になりましたら別途文書で支払日(原則、支給月の10日、休日の場合はその前の日において、最
　　　も近い休日でない日)をお知らせします。

※保護者の所得が所得制限限度額以上(右表参照)の場合は、

　月額一律5,000円の特例給付となります。

４　児童手当の手続き
　　　児童手当の支給対象児の増加、減少の事由が発生した場合は、認定・額改定の手続きをしていただく必要があります。
　　　また、毎年６月に現況届の提出が必要となります。

５　現況届について
　　　現況届とは、毎年６月１日の状況を確認し、児童手当の支給要件に該当するかを審査・確認するものです。
　　　手続きの際には、受給者の保険証、印鑑、所得課税証明書(その年の１月１日の住所地が藤崎町でない方のみ)、
　　支給対象児童の世帯全員の住民票(受給者と児童の住所が別の方のみ)が必要になります。
　　　現況届が提出されない場合、その期間の児童手当が支給されませんのでご注意ください。

６　その他
　　①他の市区町村へ住所が変わるときは手続きが必要です。転出予定日から15日以内に転入先の市区町村へ申
　　　請すれば引き続き手当を受けることができます。
　　②受給者が公務員となったとき、公務員でなくなったときは届出が必要となります。公務員の方は、職場から支給
　　　されるためです。二重の支払、未払の期間の発生を防ぐため速やかに役場および職場に届出をしてください。

児童の年齢 児童手当の額(1人当たり月額)

３歳未満 一律15,000円

３歳以上小学校修了前 10,000円(第３子以降は15,000円)

中学生 一律10,000円

２　支給額

扶養親族等の数 所得制限限度額 収入額の目安
０人 622万円  8,333,000円
１人 660万円  8,756,000円
２人 698万円  9,178,000円
３人 736万円  9,600,000円
４人 774万円 10,021,000円
５人 812万円 10,421,000円

※「収入額の目安」は、給与収入のみで計算しています。

弘前実業高校同窓会藤崎支部定時総会開催のお知らせ

・日　　時：３月２６日(土)午後６時より

・会　　費：2,000円

【同窓会事務局 (藤崎町役場内)】
☎75－3111

久保田　整・髙木　秀光・神　秀樹

・申 込 み：３月１５日(火)までに同窓会事務局へお申込みください。

・場　　所：藤崎町文化センター

〔会員資格〕：①藤崎町に在住か勤務する者及び町出身者で

　　　　　　　　弘前実業高校に入学したことがある者

　　　　　　　②同校に在職したことがある教職員

年会費1,000円でいつでも加入できます。会員募集中
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保険証を紛失したり、破損した場合は、再交付を申請してください。

■お問合せ　福祉課健康係(内線2121～2124）

健康係
 カレンダー

　満１歳のお誕生日を迎えたらＭＲ(麻し

ん・風しん)の予防接種を受けましょう。

　また、すこやか健診等の日程一覧表は、

町ホームページに掲載しています。

月

すこやか教室

４月21日(木)【パパママ教室】
　●対　象　Ｈ27年11月～Ｈ28年２月までに
　　　　　　妊娠を届け出た方
　●受　付　18:45～19:00
　●場　所　町文化センター
　●内　容　赤ちゃんのお風呂の入れ方、抱き方
　　　　　　等を学習します。パパになる方は体験
　　　　　　モデルで妊娠疑似体験もできます。
　●持ち物　母子手帳
※参加ご希望の方は４月14日(木)までにご連絡ください。

すこやか健診

４月６日(水)【乳児健診】
　●対　象　Ｈ27年11月～12月生
　●受　付　13:00～13:15
　●場　所　町文化センター
　●内　容　身体計測、内科、股関節脱臼検診、
　　　　　　保健指導、栄養指導
　●持ち物　母子手帳、ふじさきっず、問診票
　　　　　　バスタオル等

すこやか相談

４月13日(水)【７か月児健康相談】
　●対　象　Ｈ27年８月～Ｈ27年９月生
　●受　付　9:30～9:45
　●場　所　町文化センター
　●内　容　身体計測、離乳食のお話・試食、
　　　　　　生活リズムや発達のお話
　●持ち物　母子手帳、ふじさきっず、問診票
　　　　　　バスタオル等
※参加ご希望の方は４月６日(水)までにご連絡ください。

４月13日(水)【母子健康相談】
　●対　象　妊婦・生後３か月以上の乳幼児
　●受　付　10:00～11:00
　●場　所　町文化センター
　●内　容　妊娠中のアドバイス、乳幼児の身
　　　　　　体計測、育児相談
　●持ち物　母子手帳、ふじさきっず、
　　　　　　バスタオル等

健康相談

４月６日(水)・20日(水)【こころの健康相談】
　●時　間　9:00～12:00
　●場　所　(６日）常盤老人福祉センター
　　　　　　(20日）藤崎老人福祉センター

４月８日(金)・15日(金)【傾聴サロン】
　●時　間　13:00～15:00
　●場　所　(８日）藤崎老人福祉センター
　　　　　　(15日）常盤老人福祉センター

４
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１
月
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名
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入
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
高
学
年(

３
年
～
６
年)

　
①
山
谷
　
遥
斗
　

　
②
髙
木
　
良
太
　
③
工
藤
　
輝
咲

藤崎町図書館
　　　　大夢
  　75－2288

としょかんだよりとしょかんだよりとしょかんだより

◎藤崎町図書館 大
た い む

夢 休館日
☆３月の休館日　

　 ７日(月)・１４日(月)・２０日(日・祝)・２１日(月・振休)

　２８日(月)・３１日(木)

※３月31日(木)は図書整理のため休館させていただきます。

※休館日に図書返却する場合は、正面玄関脇の返却ポストを

ご利用ください。

社

◎おはなし会開催のおしらせ
☆定例おはなし会

・い　　つ　３月１２日(土) 　午前10時～午前10時45分

・ど こ で　常盤生涯学習文化会館「児童室」

・おはなし　ときわっ子本の会

　テーマ：「もうすぐ春だよ　心はほっこり」

　テーマにそったおはなしの内容を覚えて、語り聞かせる

　手法(ストーリーテリング)でお話しします。

・対　　象　小学生、その他おはなしの好きな方

※始まりの時間に間に合わないと中に入れませんので、

　開始時間前までにおいでください。

☆定期おはなし会「おはなしのとびら」

・い　　つ　３月１２日(土)　午前10時～午前11時

・ど こ で　藤崎町図書館 児童室「よいこのくに」

・おはなし　わっこの会

　テーマ：おはなしのくにからメッセージ

　　　　　　「旅の絵本」Ⅷ　日本編

　　　　　　「うらしまたろう」ほか

・対　　象　幼児・児童(保護者含む)

※どなたでも参加できます。どうぞお気軽にお越しください。

◎最新着図書
☆一般図書

・「うまい米が食べたい！」　　　　　　　　  洋泉社∥出版

・「がんに負けるな！」　　　　　　　　　林家 木久扇∥著

・「「やさしさ」という技術」　  ステファン・アインホルン∥著

・「くせものの譜」　　　　　　　　　　　　  蓑輪 諒∥著

・「獅子吼」　　　　　　　　　　　　　　 浅田 次郎∥著

・「坂の途中の家」　　　　　　　　　　　  角田 光代∥著

・「バビロンの秘文字」Ⅰ胎動篇　　　　　　  堂場 瞬一∥著

・「ラメルノエリキサ」　　　　　　　　　　　 渡辺 優∥著

・「ドローンランド」　　　　　　　トム・ヒレンブラント∥著

・「すごい家事」　　　　　　　　　　　  松橋 周太呂∥著

・「１００歳夫婦力！」　　　　　　　　　　 本岡 典子∥著

☆児童図書

・「みんな  にげた」　　　　　　　　　　岸田 衿子∥ぶん

・「ゆりちゃんのおひなさま」　　　　  花山 かずみ∥作・絵

・「うめじいのたんじょうび」　　　　  かがくい ひろし∥作

・「ポテトむらのコロッケまつり」　　　　　  竹下 文子∥文

・「ガストン」　　　　　　　　　  ケリー・ディプッチオ∥文

☆郷　土

・「おせっかい屋のお鈴さん」　　　　　　堀川 アサコ∥著

・「隅切り・蔵・道路案内など」　　　　　　　 大西 彬∥著

※都合により、一部納期が遅れることがあります。

フ
ラ
ダ
ン
ス
体
験
教
室
の
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８
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受
講
生
は
講
師
の
指
導
の
も
と
、

動
き
を
確
認
し
な
が
ら
様
々
な
ス
テ
ッ

プ
や
動
き
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

　
受
講
生
か
ら
は
「
上
手
く
踊
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
楽
し
く
運
動
で

き
ま
し
た
。
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

家
庭
教
育
講
座

「
親
子
で
い
っ
し
ょ
に
楽
し
も
う
！

　
運
動
遊
び
教
室
♪
」

　
１
月
31
日(

日)

、
町
ス
ポ
ー
ツ
プ

ラ
ザ
藤
崎
に
お
い
て
「
親
子
で
い
っ

し
ょ
に
楽
し
も
う
！
運
動
遊
び
教
室

♪
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
リ
ベ
ロ
津
軽
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ 

ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
川
村
　
武
寛 

氏
を
講
師
に
迎

え
、
親
子
で
一
緒
に
楽
し
む
運
動
遊

び
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
保
護
者
と
一
緒
に

体
育
館
の
中
を
走
り
回
り
、
お
友
達

と
協
力
し
な
が
ら
課
題
に
取
り
組
む

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
運
動
遊
び
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

　
保
護
者
か
ら
は
「
遊
び
道
具
な
し

で
た
く
さ
ん
の
運
動
遊
び
が
で
き
る

こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
家
庭
で
も
取

り
入
れ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、
笑
顔
が
あ
ふ

れ
る
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

藤
崎
公
民
館
講
座

『
わ
く
♪
わ
く
♪
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
』

　
１
月
15
日(

金)

、
22
日(

金)

、
29
日

(

金)

の
３
回
に
わ
た
っ
て
、
町
文
化
セ

ン
タ
ー
に
て
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
講
座
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
文
化
協
会
会
員

の
佐
藤
　
せ
つ
子
　
氏
を
講
師
に
招
き
、

古
布
を
使
っ
て
作
る
「
吊
る
し
雛
」
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

Ｎo.
２０９

ふ
れ
あ
い
ラ
イ
フ

生
涯
学
習
だ
よ
り

◎一般図書企画展示『2016 映画・ドラマ原作特集』
　今年注目の映像化作品の原作小説を展示し、貸し出しします。

映画と原作では結末が違うなど、意外と異なる部分のある、映像

化作品と原作小説。原作を読むことでさらに深く作品を知ること

ができるはずです。この機会にぜひ読んでみてはいかがでしょうか。

柳

川

紫
柳
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
田
　
波
麻

貝
ボ
タ
ン
想
い
が
胸
に
光
っ
て
い
る

幸
せ
の
階
段
上
る
披
露
宴

ガ
イ
ド
よ
り
旨
い
物
に
目
行
く
旅
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
井
　
藤
人

沖
縄
の
基
地
反
対
を
叫
ぶ
貝

出
世
の
階
段
妻
の
応
援
歌

落
城
の
悲
劇
ガ
イ
ド
も
声
絞
り

　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
ち
ょ
ち
ょ
じ

す
ね
た
妻
貝
の
化
石
か
も
の
言
わ
ぬ

ご
利
益
は
長
い
階
段
上
に
あ
る

知
ら
ぬ
土
地
ナ
ビ
か
ガ
イ
ド
の
頼
み
綱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
井
　
朗
風

肩
書
を
捨
て
て
気
楽
な
貝
に
な
る

キ
ッ
チ
ン
が
二
つ
二
階
と
丸
く
住
む

金
持
ち
は
ガ
イ
ド
を
連
れ
て
旅
行
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
谷
　
結
城

耳
に
あ
て
少
女
の
よ
う
に
貝
を
追
う

ま
た
挫
折
ら
せ
ん
階
段
迷
う
旅

絵
馬
の
隅
生
き
て
み
ま
す
と
女
文
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
　
羊
川

五
千
年
貝
塚
見
守
る
月
ひ
と
り

天
国
の
階
段
二
段
飛
び
は
な
い

ど
の
道
を
選
ぶ
か
歴
史
が
道
案
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
呂
　
文
坊

親
の
愛
知
ら
ず
自
閉
の
貝
に
な
る

夢
掴
む
険
し
い
階
段
気
に
な
ら
ず

人
生
の
道
な
ら
ガ
イ
ド
無
し
で
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
　
川
魚

縄
文
の
貝
塚
に
見
る
食
文
化

コ
ネ
の
あ
る
出
世
階
段
軽
く
飛
び

じ
ょ
ん
か
ら
も
う
ま
い
津
軽
の
名
ガ
イ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
谷
　
み
つ

天
国
へ
長
い
階
段
マ
イ
ペ
ー
ス

国
際
化
日
本
語
だ
け
で
間
に
あ
わ
ず

新
成
人
ガ
イ
ド
無
用
と
飛
び
歩
く

一
月
例
句
会 

入
選
作
品
抄
　
題｢

貝
」｢

階
段
」｢
ガ
イ
ド
」「
影
」

◆
低
学
年(

幼
児
～
２
年)

　
①
村
上
　
杏
梨
愛

　
②
吉
田
　
郁
月
　
③
山
本
　
悠
悟

平
成
27
年
度

藤
崎
町
子
ど
も
教
室
全
日
程
終
了

　　
６
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
町
子
ど
も

教
室(

わ
ん
ぱ
く
広
場
・
子
ど
も
ふ

れ
あ
い
教
室)

」
は
、
２
月
27
日(

土)

で
、
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
教
室
は
町
内
の
す
べ
て
の

児
童
を
対
象
に
、
料
理
や
い
け
ば
な

な
ど
の
創
作
教
室
や
囲
碁
や
将
棋
、

英
会
話
な
ど
の
学
習
教
室
、
雪
合
戦

や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室

な
ど
た
く
さ
ん
の
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
町
内
３
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の

交
流
の
場
に
も
な
っ
て
お
り
、
他
校

の
子
ど
も
た
ち
と
協
力
し
な
が
ら
活

動
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
友
だ
ち
を

つ
く
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
推
進
員
や
サ
ポ
ー
タ
ー
を
は
じ
め
、

町
内
の
様
々
な
団
体
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
無

事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

資
料
館
あ
す
か
３
月
の
企
画
展

「
第
11
回
藤
崎
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
会
員
展
」

◆
日
　
時

　
３
月
６
日(

日)

ま
で(

開
催
中)

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

◆
入
館
料
　
無
料

◆
会
場
・
お
問
合
せ

常
盤
ふ
る
さ
と
資
料
館
あ
す
か

　

☎
65
ー
４
５
６
７
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弘
前
市
の
ラ
ジ
オ
局
「
Ｆ
Ｍ
ア
ッ

プ
ル
ウ
ェ
ー
ブ
」
で
放
送
さ
れ
る
番
組

「
メ
モ
リ
ア
ル
グ
ラ
デ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン

２
０
１
６
～
小
学
校
卒
業
生
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
～
」
に
、
藤
崎
町
の
小
学
校
が

参
加
し
、
卒
業
生
や
担
任
の
先
生
、
校

長
先
生
か
ら
の
贈
る
言
葉
と
、
各
学
校

の
校
歌
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。

　
希
望
に
み
ち
あ
ふ
れ
た
子
ど
も
た
ち

の
声
や
校
歌
を
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

◆
放
送
日
時

　
３
月
７
日(

月)

～
３
月
13
日(

日)

　
午
後
７
時
～
午
後
９
時
30
分

※
藤
崎
町
か
ら
は
９
日(

水)

に
藤
崎

　
中
央
小
学
校
、
11
日(

金)

に
藤
崎

　
小
学
校
が
放
送
さ
れ
ま
す
。

　
町
茶
華
道
協
会
と
町
老
連
茶
道
部

は
、
合
同
で
「
第
11
回
福
祉
交
流
敬
老

お
ひ
な
茶
会
」
を
行
い
ま
す
。

　
七
段
飾
り
ひ
な
人
形
を
前
に
、
一

服
の
お
茶
で
、
楽
し
く
和
や
か
な
ひ

と
と
き
を
お
過
ご
し
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

◆
日
時
　
３
月
10
日(

木)

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

◆
場
所
　
藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　｢

ロ
ビ
ー
」

　
　
　
　(

抹
茶
席
、
煎
茶
席)

◆
参
加
料
　
無
料

【
お
問
合
せ
】

　
町
茶
華
道
協
会
　
佐
藤
と
く
子

　
5 

75
ー
４
０
２
０

　
公
益
財
団
法
人
み
ち
の
く
・
ふ
る

さ
と
貢
献
基
金
で
は
地
域
貢
献
を
目
的

に
個
人
、
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
企
業

等
に
助
成
金
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
助
成
金
額
　

　
必
要
費
用
以
内
で
１
０
０
万
円
ま
で

◆
対
象
者
・
対
象
団
体

　
１
年
以
上
の
継
続
的
、
組
織
的
活
動

　
実
績
の
あ
る
個
人
、
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

　
法
人
、
企
業
等

◆
応
募
資
格
等

①
青
森
県
の
自
然
、
地
域
、
生
活
文
化
、

　
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
・
創
造

　
す
る
活
動
や
、
医
療
、
福
祉
、
環

　
境
に
関
連
す
る
活
動
を
行
う
こ
と

②
平
成
28
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
29

　
年
９
月
30
日
ま
で
に
実
施
す
る
活

　
動
で
あ
る
こ
と

③
助
成
金
給
付
後
、
活
動
・
研
究
報

　
告
書
を
提
出
す
る
こ
と

※
次
の
団
体
等
は
対
象
外
と
し
ま
す
。

・
過
去
３
年
以
内
に
当
財
団
の
助
成

　
金
を
受
け
た
団
体
等

・
政
治
活
動
ま
た
は
宗
教
活
動
を
目

　
的
と
す
る
団
体
等

◆
応
募
期
間

　
４
月
１
日(

金)

～
６
月
30
日(

木)

【
応
募
・
お
問
合
せ
】

　
公
益
財
団
法
人
み
ち
の
く
・

　
ふ
る
さ
と
貢
献
基
金
　
事
務
局

　
☎
０
１
７
ー
７
７
４
ー
１
１
７
９

※
応
募
要
項
と
申
請
書
は
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ(http://w

w
w

.m
ichino

ku-

　fu
ru

sa
to

.o
r.jp

/)

か
ら
ダ
ウ
ン

　
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
離
れ
た
場
所
で
、
互
い
の
姿
等
を

確
認
し
な
が
ら
会
話
で
き
る
テ
レ
ビ
会

議
が
裁
判
所
で
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
事
者
や
証
人
と
し
て
、
遠
方
の
裁

判
に
出
席
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
、

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
れ

ば
、
お
近
く
の
裁
判
所
で
手
続
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、裁
判
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(h
ttp

://w
w

w
.c

o
u
rts.g

o
.jp

/)

の

「
テ
レ
ビ
会
議
を
ご
存
じ
で
す
か
？
」を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
テ
レ
ビ
会
議
は
、
裁
判
所
が
様
々

　
な
事
情
か
ら
適
当
だ
と
判
断
し
た

　
場
合
に
利
用
で
き
ま
す
。

　
希
望
す
る
場
合
は
、
手
続
を
し
て

　
い
る
裁
判
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

　
青
森
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

　
庶
務
係

　
5
０
１
７
ー
７
２
２
ー
５
４
２
１

　
仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
署
等
に

お
い
て
調
査
や
徴
収
、
指
導
な
ど
を
行

う
国
税
専
門
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
受
験
資
格

○
昭
和
61
年
４
月
２
日
～
平
成
７
年

　
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

○
平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

　
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

　
①
大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び
平

　
　
成
29
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

　
　
業
す
る
見
込
み
の
者

　
②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同

ずーむ館（575－2288） 常盤生涯学習文化会館（565－3100） 町文化センター（575－3311）

役場（575－3111） 常盤出張所（565－2111） 上下水道課（575－6025） 教育委員会 (569－5010）
information

　
　
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

◆
受
験
申
込
受
付
期
間

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
４
月
１
日(

金)

～
４
月
13
日(

水)

　
郵
送
ま
た
は
持
参

　
４
月
１
日(

金)

～
４
月
４
日(

月)

◆
受
験
申
込
方
法

　
原
則
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申

込
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
郵
送
ま
た
は
持
参
用
受
験
申
込
書

は
、
最
寄
り
の
税
務
署
、
仙
台
国
税

局
人
事
第
二
課
ま
た
は
人
事
院
東
北

事
務
局
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
第
１
次
試
験
日
　
５
月
29
日(

日)

【
お
問
合
せ
】

　
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

　
試
験
研
修
係

　
5 

０
２
２
ー
２
６
３
ー
１
１
１
１

　(

内
線
３
２
３
６)

　
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
、
原
則

と
し
て
自
動
車
検
査
証(

車
検
証)

に
記

載
さ
れ
た
住
所
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
転
居
等
で
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合

は
、
運
輸
支
局
で
住
所
の
変
更
登
録

手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

事
情
に
よ
り
す
ぐ
に
住
所
の
変
更
登

録
が
で
き
な
い
場
合
は
、
中
南
地
域

県
民
局
県
税
部
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://

w
w

w
.p

ref.ao
m

o
ri.lg

.jp
/life/tax

/

to
p.htm

l)

か
ら
も
届
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
「
自
動
車
税

住
所
変
更
届
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ
　

　
中
南
地
域
県
民
局
県
税
部

　
納
税
管
理
課
　
☎
32
ー
４
３
４
１

　
県
で
は
、
青
年
の
国
際
的
視
野
を

広
げ
、
日
本
や
諸
外
国
の
青
年
相
互

の
理
解
と
友
好
を
促
し
、
国
際
協
調

の
精
神
と
実
践
力
を
向
上
さ
せ
、
国

際
社
会
の
分
野
で
活
躍
で
き
る
青
年

を
育
成
す
る
た
め
、
内
閣
府
国
際
交

流
事
業
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http
://w

w
w

.cao
.g

o
.jp

/ko
ryu/)

を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

　
青
森
県
環
境
生
活
部
青
少
年
・

　
男
女
共
同
参
画
課
青
少
年
グ
ル
ー
プ

　
5 

０
１
７
ー
７
３
４
ー
９
２
２
６

　
Ｓ
Ｍ
Ｓ(

シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ

サ
ー
ビ
ス)

を
送
信
し
て
有
料
動
画

の
未
払
料
金
を
請
求
す
る
事
業
者
に

関
す
る
相
談
が
全
国
各
地
の
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
Ｓ
Ｍ
Ｓ
が
届
い
て
も

料
金
請
求
に
は
応
じ
ず
、
お
近
く
の

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
警
察
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

※
Ｓ
Ｍ
Ｓ
…
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
で
は

　
な
く
、
携
帯
電
話
番
号
を
宛
先
に

　
し
て
送
受
信
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
サ
ー
ビ
ス

【
お
問
合
せ
】

　
弘
前
市
市
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　
5 

34
ー
３
１
７
９

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン 

5
１
８
８

　
警
察
相
談
専
用
電
話 

5
＃
９
１
１
０

平
成
28
年
度
「
教
育
・
福
祉
・

環
境
」
助
成
金
募
集
の
お
知
ら
せ

テ
レ
ビ
会
議
を
ご
存
じ
で
す
か
？

藤
崎
町
児
童
の
卒
業
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
ラ
ジ
オ
で
紹
介
さ
れ
ま
す

※
こ
の
欄
に
載
せ
た
く
な
い
方
は
、
届
出
の
時
に
窓
口
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

窓籍戸 の １月届出分

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　 (

　
︶
内
保
護
者

本
　
町
　
佐
藤
　
光ひ

か

り虹(

眞
久)

富
　
柳
　
三
浦
　
結ゆ

い

な菜(

佑
哉)

福
　
島
　
羽
賀
　
円ま

ど

か香(

和
也)

下
　
町
　
小
笠
原
鈴す

ず

か栞(

浩
二)

表
　
町
　
清
水
陽ひ

な

か

菜
花( 

哉 )

　
榊
　
　
仲
宗
根
蒼そ

う

ま真(

英
信)

お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

富
　
柳
　
葛
西
あ
く
り( 

94 )

中
野
目
　
鈴
木
　
忠
孝( 

74 )

若
　
松
　
佐
々
木
喜
美
惠( 

71 )

水
　
木
　
鈴
木
　 

晃 ( 

76 )

水
　
木
　
浅
利
　
與
市( 

88 )

木
挽
町
　
舘
山
き
く
ゑ( 

86 )

白
　
子
　
　
牛
　
正
美( 

82 )

矢
　
沢
　
成
田
　
き
ぬ( 

84 )

藤
　
越
　
木
村
　
行
雄( 

80 )
西
　
田
　
三
浦
　
八
郎( 

82 )

久
井
名
舘
　
佐
藤
　
治
郎( 

76 )

藤
　
越
　
葛
原
　
と
き( 

86 )

　
榊
　
　
藤
田
　
雄
幸( 

85 )

久
井
名
舘
　 

榊 

　
春
江( 
79 )

小
　
畑
　
三
上
　
ヤ
サ( 

91 )

新
　
町
　
髙
木
　
ト
キ( 

82 )

白
　
子
　
相
坂
　
長
悦( 

67 )

　
榊
　
　
横
山
　
二
郎( 

71 )

久
井
名
舘
　
佐
藤
　
チ
ギ( 

88 )

俵
　
舛
　
佐
藤
　
繁
子( 

70 )

亀
　
田
　
横
山
　
成
行( 

76 )

久
井
名
舘
　
淺
利
　
こ
う( 

89 )

緑
　
町
　
安
倍
　
政
美( 

83 )

西
中
野
目
　
新
谷
　
正
明( 

83 )

３月の町税等の納期

納期限は３月３１日(木)です

●後期高齢者医療保険料　　第９期

県内の交通事故概況
(１月31日現在)

１月中 前年比 年間累計 前年比

件数 377件 ＋13 377件 ＋13
死者 ４人 －１ ４人 －１

傷者 458人 －21 458人 －21

町の人口と世帯数

１月31日現在 前月比

人口　男 7,210人 －18

　　　女 8,240人 －13
合計 15,450人 －31

世帯 5,886世帯 －３

(１月28日実施)

３歳児健診

健康な歯の
こどもたち

19人中15人が
虫歯のない
こどもたちでした

工藤　修
しゅうと

斗くん
(柏木堰)

米村　愛
あ い る

琉くん
(　榊　)

石動　来
ら い あ

空くん
(常　盤)

阿保優
ゆ り え

理恵ちゃん
(葛　野)

佐藤　里
り な

菜ちゃん
(藤　越)

三上　悠
ゆ う が

雅くん
(亀　田)

豊島　遼
りょう

くん
(小学校通り)

髙谷　圭
けいすけ

輔くん
(木挽町)

成田　京
きょうすけ

佑くん
(館川町)

有馬　姫
ひ め の

乃ちゃん
(舟　場)

第
11
回
敬
老
お
ひ
な
茶
会

平
成
28
年
度
国
税
専
門
官

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

平
成
28
年
度
内
閣
府
青
年
国
際
交

流
事
業
の
青
森
県
参
加
者
募
集

有
料
動
画
未
払
料
金
等
の

架
空
請
求
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

自
動
車
税
の
住
所
変
更
届
に
つ
い
て

三浦　太
た ろ う

郎くん
(常　盤)

仲野　真
ま お

央ちゃん
(西豊田三丁目)

佐々木魁
か い じ

志くん
(下　町)

小田桐悠
は る ま

真くん
(西豊田三丁目)

門　　蘭
らん

ちゃん
(水　沼)

すべて１３級
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